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愛知 ・ 名古屋  
（東洋システム) 

東洋システム株式会社 
丹野 諭 

2015年2月12日     
【第6回知の市場年次大会】 

開講拠点と開講機関     
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開講機関 

東洋システム株式会社 
創業                / 1989年11月 

資本金                            / １億円 

売上高 (2012年度)             /  約46億円 

従業員                             / 107名 

本社                / 福島県いわき市 

活動拠点                          / 横浜事業所（神奈川県） 

                                       大阪営業所（大阪府） 

                                 東海営業所（愛知県） 

                                        関西評価センター（滋賀県） 

                                       TOYO SYSTEM USA,Inc. (オハイオ州コロンバス) 

事業内容                                  / 充放電評価装置、電池試作設備 

                                         安全性評価装置、電池パック      の設計製造 

                                         受託評価 
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科目名 

共催講座 BA515 
 
｢社会技術革新学事例研究1｣ 
 

～リチウムイオン二次電池開発の歴史に見る技術革新と 
経営革新の成否の要因～ 

主旨 

・ 昨年に引き続き、日本発のリチウムイオン二次電池の学
術的内容 
 
・若い技術者たちに 
”電池が第二の半導体とならない様にする為には”を考えて
頂くきっかけの提供 

4 

講義回数 : 15回 (8週) 
講義日程 : 2015年 4月17日(金) 開講 
                              ～ 7月31日(金) 最終 
                             隔週 金曜日 
講義時間 : 1.5時間×2講義/13:00 ～ 17:00 
 
開講場所 : 愛知県名古屋市 
                     トヨタ産業技術記念館  小ホール 
 
募集定員 : 100名 

講義日程 
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Ⅰ 

• リチウムイオン電池の開発の歴史と
将来 

Ⅱ 

• リチウムイオン電池を支える材料の
役割と開発秘話 

Ⅲ 

• リチウムイオン電池の将来と産業の
展望 

講義内容 

リチウムイオン電池の歴史から最新の材料開発まで。
更には、将来の展望までを解説 
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科目と講師 リチウムイオン二次電池業界を開拓し築き上げてきた先
駆者の方々や、これからをリードする技術者の方々 

　　知の市場（シラバス） 継続

科目No. 科目名 副題

連携機関名 水準 中級 教室定員 100 配信定員 0 講義日時
拠点

（開講機関）

科目概要(300字)

科目構成 № 講義 講義日 開講場所 取纏め者 講師 所属

1 過去～登場

2 現在

3 将来 内本 喜晴 京都大学

4 ポストLIB 射場 英紀 トヨタ自動車

5 ナトリウムイオン電池 駒場 慎一 東京理科大学

6 正極材 佐々木 厳 豊田中央研究所

7 電解液 野木 栄信 三井化学

8 セパレータ 河野 公一
東レバッテリー
セパレータフィルム

9 炭素系負極 永井 愛作 永井技術事務所

10 非炭素系負極 山田 将之 日立マクセル

11 ポリマー電池 中島 薫 元 ソニー

12 バインダーと導電助剤 永井 愛作 永井技術事務所

13 ｘEVへの応用と安全性規格 野口 実 本田技術研究所

14 ESSへの応用 玉越 富夫 日本ガイシ

15 電池評価システム 2015/7/31
庄司 秀樹
(丹野 諭)

東洋システム

LIBの将来と産業の展
望

トヨタ産業技
術記念館
小ホール
(調整中)

2015/4/17

2015/5/8

2015/5/22

2015/6/5

2015/6/19

2015/7/3

2014/7/17

安全性や電解液の耐漏液性を含めた電池全体の信頼性を向上させる技術として電解液の固体化がある。実用化開始から既に10数年
経つポリマーゲル電解質電池の商品化技術について紹介する。また、電解液の溶媒成分を含まないポリマー電解質および無機固体電
解質の実用化への可能性についても考察する。

リチウムイオン電池の開
発の歴史

LIBを支える材料の役割
と開発秘話

ＬＩＢに使用される導電助剤やバインダーは、その使用量が少ない割に電池の中で重要な役割を果たしている。化学的に非常に厳しい環
境下で使用され、電極圧密化や、高速な巻回操作にも耐え、且つ優れたサイクル特性や電池の安全性にも貢献している。こうした用途
に使用される各種の導電助剤やバインダーについて紹介する。

世界的なエネルギー・環境問題への懸念から、ＥＶやＨＥＶ等の高性能環境車輌への関心が大変高まっている。最新技術を支える核心
の一つは高性能二次電池の出現と性能向上であり、リチウムイオン電池は他の電池と比較し、まったく異なる際立った特性を顕してい
る。環境車両適用に必要とされる二次電池の諸特性、安全性能に関して紹介する。

リチウムイオン二次電池開発の歴史に見る技術革新の成否の要因社会技術革新学事例研究1

２０１5年度前期

講義概要(150字)

共催講座BA515

社会技術革新学会

リチウムイオン２次電池（ＬＩＢ）の用途は、オーディオ・ヴィジュアル機器を嚆矢とし、パソコン、携帯電話用へと拡大し、いまでは、モバイル機器にとって必須のデバイスとなっている。「ケータイも電池がなければ唯の箱」と言われ
る所以である。さらに、昨今は電動自動車用電源や定置型電池としての検討も進み、新たな用途の拡大に伴い、ＬＩＢ への要求や課題が多岐に渡ってきている。日本企業はマテリアル・サイエンスの理論を現実的な技術に展開
することによって、ＬＩＢ を世界で初めて開発することに成功した。こうしたＬＩＢ 創出には、R&D マネジメントに関しても周辺との軋轢を超えるために大きな努力を要した。こうした経験を踏まえて、LIB 実用化に至るまでに遭遇した
課題を、技術的なものにとどまらず、研究開発管理上の問題、さらには経営上の問題にも視点を置いて紹介しつつ、新規ビジネス創出に至るまでの課題やその克服方法について論じる。

隔週金曜日13：00～17：30

西 美緒
永井 愛作

愛知・名古屋
(東洋システム)

リチウムイオン電池の用途が、PC、携帯電話、スマートフォン向けなどの民生用途からEV、PHEV、HEVなどの車載、電力貯蔵などの大
型電池分野に展開が図られている。その中で、電解液で各用途に対応するための技術開発が図られており、今回、技術内容を概説す
る。

LIB用セパレータは、異常時に電池反応を停止する機能を持つポリエチレン微多孔膜が使用されている。古くて新しいポリエチレン材料を
薄膜・高度強化する技術、微多孔化する技術を解説すると共に、LIBの充放電変換効率、サイクル寿命、安全性等に及ぼすセパレータの
性能と機能、最近の機能材料との複合化技術等を実例を挙げながら紹介する。

炭素材料は、一次元のポリアセチレン、二次元のグラフェン、三次元のダイヤモンド、更には結晶の黒鉛、非晶質炭素など様々な形態を
示す。それら各種炭素材料の充放電曲線やＬｉ-ＮＭＲの測定結果や理論計算などを用いて、それぞれの充放電機構を記述し、用途に応
じた炭素材料の選択指針を紹介する。

ＬＩＢ は 1991 年に世界で初めてソニーにより市場導入された。ＬＩＢ 開発はどのようになされ、どのような困難を克服して成功に至ったか
を、材料技術（正極、負極、、電解液、セパレーターなど）およびＲ＆Ｄ マネジメントの面から検証する。

蓄電池に対する社会の要望はますます強くなっている。大成功を収めたLIBが、小型機器から自動車、さらには電力貯蔵用の大型電池
へと応用が広がる中で、既存のLIBの更なる発展と新しい蓄電池の開発競争も盛んになっている現状や果たすべき役割などを紹介す
る。

様々な酸化物をリチウムイオン電池に適応するための課題、新技術、更なる高エネルギー密度化の技術動向等を解説する。また、従来
の正極材料の高容量化技術として、　充電電圧を高めて使用する場合の課題とそれを解決するための技術を紹介する。

約 20 年間、世界をリードしてきた日本の LIB であるが、ＥＶ 用など大型電池の登場、安全性問題、後発国の追い上げなど、新たな局面
を迎えている。今後のＬＩＢの方向性と各種提案されているポストＬＩＢの可能性も含めて将来像を紹介する。

リチウムイオン電池が実用化して以来、需要は飛躍的に増大し、リチウム資源の長期的な確保に懸念が生じるようになった。今後リチウ
ムの需要が急増すれば、資源枯渇は避けられない。そこで豊富に存在するナトリウムイオンをベースとした電池が注目されるようになっ
ており、そのナトリウムイオン電池の最新動向について紹介する。

市場導入以来、およそ 20 年経過した現在の ＬＩＢ は、当時と比較して、エネルギー密度、サイクル特性、負荷特性、温度特性などにお
いて大きな進歩を遂げた。現在ではノート型パソコン、携帯電話などのモバイル機器の電源として不可欠のものとなっている。それらの改
善はどのようにしてなされたのかを、主として材料面から考察する。

LIBは技術の進歩により携帯端末機器などの民生用から車載、定置用と幅広く開発されており、用途に応じ様々な評価が行われ、特に
信頼性を重視する車載用となると、膨大且つ長期間を要する評価データが必要である。それらの評価方法について、何が重要かを紹介
する。

再生可能エネルギーの普及に伴い、発電量の変動が大きな課題となってきている。変動を吸収する手段として蓄電システム(ESS)の活
用が検討されている。そのESSを市場での課題や将来性等について紹介する。

多様化する電池・電源システムに対応するため、炭素系材料に代わる負極材料が広く検討されている。高容量化が期待できる合金系
材料や高耐久・長寿命な金属酸化物系材料について、材料設計と電池性能および課題について紹介する。

西 美緒 ソニー社友
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科目の経緯 

2014年前期   東京 (東洋システム) 

居住地域構成 受講継続構成 

集計 
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集計 

性別構成 年齢構成 

業種構成 広報構成 
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受講者の声 

アンケート以外での受講者の声 
 
・ 夕方開講でも毎週の出席が厳しい 
・ 関西/中部でも開講してほしい 
・ 配布資料の文字が小さく見難い 
 
・ 資料を社内回覧 若しくは 社内勉強会用に使用して良いか 
・ 代理出席 または 部分聴講を認めてほしい 
 

2015年度の対策 

・ 開講時間の変更 : 隔週金曜日の午後 に変更 
       主な受講者である社会人が、社外セミナーとして参加し易い様に、 
       敢えて平日の午後に設定 
 
・ 関西/中部でも開講してほしい 
       愛知県 名古屋市での開催 
 
・ 配布資料の文字が小さく見難い 
       講師の方々に極力見やすいよう配慮頂き、配布資料のPDF化の際に 
  はA4 1枚に2スライドを基本にしてもらう様に依頼する予定 


